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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、生体恒常性維持機構を理解するため、炎症の終息と組織修復機構を解明することを目的と

するものである。 

当初の研究目的である５つの課題のうち、修復性マクロファージの誘導因子の解明、脳における制御

性 T 細胞（Treg）の増殖メカニズムの解明、共培養系における脳 Treg の機能解明について、既にまと

まった研究成果が得られている。特に脳梗塞における Treg の役割を同定した意義は大きく、分子レベ

ルでの緻密な解析から新知見が得られており、トップレベルの学術誌において公開されている。また、

この研究成果からは脳梗塞収束を早める薬剤開発の可能性を示唆するデータの提供もなされているこ

となどから、本研究が順調に進展しているものと判断する。 


